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主 論 文 
 
Confidence in communicating with patients with cancer mediates the relationship between rehabilitation 







 （Supportive environment：S）支持的な場の設定、（How to deliver the bad news：H）悪い知らせの伝え




























1 日あたりの診察患者数、1 日あたりのがん患者診察数などの専門職の背景情報について聴取した。 
 モデル 1、2 およびモデル 3 を仮説モデルとして、共分散構造分析によりそれぞれの要素の間の係数
を算出した。モデル 1 はコミュニケーションの自信が自閉様特性とコミュニケーションの困難度との間に介




 適格基準を満たした 2768 名に調査票を郵送し、1373 名から返信があり、無回答を除いた 1343 名
（48.5％）から回答が得られ、解析に用いた。 
 746 名（55.5％）が男性で、平均年齢は 37.0 歳、資格取得後平均 13.2 年であった。コミュニケーション
の困難度を 0-30 点が低度、40-60 点が中程度、70-100 点が高度と分類すると、13.5％、33.2％、53.3％
の対象者がそれぞれに含まれた。66.3％が GHQ-12 において全般健康度が低い傾向があるとされた。 
 モデル 2 では、自閉様特性から自信を介さない困難度との間の関係の係数は 0.10 であったが、一方
で、自閉様特性と自信の係数が-0.39、自信と困難度との間の係数が-0.16 であり、自信を介した自閉様
特性から困難度との係数はこれらの積として計算され 0.062 であった。 
 自信を４つの要素に分けて係数を検討したモデル３では、S、H、A、RE それぞれを介する自閉様特性と
困難度との間の係数が-0.053（-0.33 と 0.16 の積）、0.074（-0.35 と-0.21 の積）、0.011（-0.27 と-0.04 の
積）、0.023（-0.38 と-0.06 の積）であった。 




 本調査は 1000 名を超える療法士を対象とした研究で、自閉様特性とがん患者とのコミュニケーションの
困難度との関連を調べた初めての研究である。がん患者とのコミュニケーションの自信を介した自閉様特
性とコミュニケーションの困難度との間の関係は 0.062 で、自閉様特性と困難度との間の直接の関係が








 本研究では全般健康度の低い療法士が多いことが示されており、モデル 2 の改変モデルから、コミュニ
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ケーションの困難度が全般健康度の低さと関連していることが示されており療法士の全般健康度を維持
するためにも困難度を下げる必要があろう。 
 本研究にはいくつかの制約がある。横断研究のため因果関係は不明であり、参加率が 50％程度のた
め選択バイアスが有るかもしれない。 
 
［結論］ 
 療法士の自閉様特性の高さは、がん患者とのコミュニケーションの困難度の高さと関連し、コミュニケー
ションの自信の程度がその関係に介在していた。しかし、コミュニケーションの場の設定に関する自信の
高さは、逆に、更に困難度を高める可能性も示された。がんリハビリテーションにおいても情緒的支援を
提供できるよう、コミュニケーションスキル訓練を開発する必要があるが、コミュニケーションの自信を向上
させるコミュニケーションスキル訓練の開発・そして実施に際しては、特に（S）支持的な場の設定について
の訓練において、自閉様特性の高い療法士の困難度を逆にさらに高めないよう、そして全般健康度を悪
化させないように配慮すべきであろう。 
 
 
